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歴史地震研究会は、過去（地震観測が現在の

ように充実する前の時代）に発生した地震を研

究する方々で構成されている学会です。理工学

系・社会学系・人文学系・行政など、さまざまな

分野の大学等の学校や機関の研究者たちが集

まっているのが大きな特徴です。「過去に発生し

た地震を深く探究し、今後発生する地震への備

えに活かす」ことを目的に、年に 1 回、研究会

（発表会）を開催しています。 

 今年度は、9月21日（土）～23日（月）に、徳島

大学地域連携プラザで開催されました。高校 1

年 2 組篠田海遥君が、一昨年のつくば大会、昨

年の大分大会に続いて 3 回目の参加をし、ポス

ターセッションで発表をさせて頂きました。  

 

 懇親会にも出席をさせて頂き、学会の雰囲気にすっかりうちとけて、地元の食を満喫するとともに、多くの

参加者たちと積極的に話をすることができました。今年度より研究協力をしている東京大学地震研究所や

国文学研究資料館の研究者の方々とは、今後の進め方についての具体的な話が盛り上がりました。 

 

 ポスターセッションで発表をさせて頂いたポスター（縮刷版）を、次ページに添付します。研究会全体のプ

ログラム等は、歴史地震研究会の HP（http://www.histeq.jp/kenkyukai.html）に掲載されております。本研

究は、AL 土曜講座「地震・火山を学び伝える」および理科研究部での活動の一環として、取り組んでおり

ます。このテーマに着手をするきっかけとなった研究（一昨年の研究会で発表）の成果をまとめた論文は、

歴史地震研究会の HP（http://www.histeq.jp/kaishi/HE33/HE33_220_236_Shinoda.pdf）で閲覧できます。 

 

 

 



 


